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平成26年9月5日 
一般社団法人 日本CATV技術協会 

ケーブルテレビにおける超高精細度テレビジョン放送の導入に関する実証実験の検討

ケーブルテレビUHDTV伝送に関する品質試験の環境
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1. トランスモジュレーション及び自主放送の実証実験項目 

試験項目(案)と設備

No. 測定項目
トラモジ・自主放送の場合

信号源・測定器 測定信号

1‐1 試験信号測定（帯域幅含む） BTC、ｽﾍﾟｱﾅ J.382、ISDB‐T、64/256QAM、J.112B

1‐2 帯域外輻射レベル 同上 J.382(PLPﾊﾞﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ100Mbps含む）

1‐3a 受信レベル範囲 BTC、ｽﾍﾟｱﾅ、J.382ﾁｭｰﾅ 同上

1‐3b 周波数許容偏差 BTC、ｽﾍﾟｱﾅ、J.382ﾁｭｰﾅ 同上

2‐1 白色雑音 CN比 対 BER 同上 同上

2‐2 単一波妨害 DU比 対 BER 同上 J.382

2‐3 隣接妨害 DU比 対 BER BTC、DTA‐2111、ｽﾍﾟｱﾅ
J.382／ISDB‐T／64・256QAMﾁｭｰﾅ

J.382、ISDB‐T、64/256QAM、J.112B

2‐4 放送への妨害(ｽﾍﾟｸﾄﾙﾏｽｸ) BTC、ｽﾍﾟｱﾅ、J.382ﾁｭｰﾅ Ｊ.382、J.112B

3‐1 多チャンネル伝送歪 対 BER BTC、CLG、ｽﾍﾟｱﾅ、E/O、O/E、棟内ｱﾝﾌﾟ J.382、ISDB‐T、64/256QAM、J.112B

3‐2 伝送路 反射波 対 BER BTC、ｽﾍﾟｱﾅ、J.382ﾁｭｰﾅ、DTA‐2131 J.382

3‐3 伝送路 帯域内偏差 対 BER BTC、ｽﾍﾟｱﾅ、J.382ﾁｭｰﾅ 同上

3‐4 伝送路 信号帯域内歪 対 BER 同上 同上

3‐5 伝送路 位相ジッター 対 BER 同上 同上

3‐6 伝送路 光クリッピング 対 BER BTC、CLG、ｽﾍﾟｱﾅ、E/O、O/E、J.382ﾁｭｰﾅ J.382、ISDB‐T、64/256QAM、J.112B

3‐7 伝送路 ハム変調 対 BER 

3‐8 システム 信号遅延時間の測定

 
 

2. 衛星 IFパススルーの実証実験項目 

現在検討中であり、次回作業班での説明を予定しています。 


